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基研研究会の運営について

堆 井 怪 丸 (基研)

本誌 4巻481貢 (甲 ｡6)に ｢研究会はいう行なわれ るか ?｣吹一読者 ,め

投稿があったot研究会計画についての予告と公募､その詳細な事後報告を要求

した文である｡次に基研研究会の運営法について嶺告したいO

詮でも､一人でも数人でも研究計画の提案ができる｡ 提案は､研究計画の名

称､その提案著名 (通常提案者が世話人 となる)､提案理由.研究計画の概要.

参加者名簿 (或は主な参加者名と参加人員数)1要求金額を文書で公示の期限

までに提出していただくO 研究計画の募集公示は､素粒子論グノレ一一プ事務局報､

雑誌 ｢素粒子研究｣I ｢物性研究｣に掲載され るC これが基研研究部員会で討

論され､その採否､予算調整が行なわれ.次いで基研運営委員会の承認を経て

基研協議員会決定の後発効すものであるO

次に各個の研究会の運営についてであるが､勿論その籍神か ら言って､ 研究

計画は予告され､ 参加者は公募され るのが原則であろう｡

以前計画案は､研究部員会で討論され る前ELC必ず素粒子論研究VL掲載公開さ

れ ることになっていたが.最近 この手続が省略されている｡ また参加者も､研

究部員会で決定される慣わしであったようであるが､ 最近はこの選定 も世話人

に一任 するようになってきた.特に多くの創意を活か して研究計画活動の発展

をはか るため.運営を世話人に一任する傾向があるように思われ るo この能率

化が､ しばしば民主原則に背反する事態を発生させているのも事実であろうO

批判が高まれば勿論研究部員会でチェックされ ることと思うが､現行のや り方

では､事務局報な り連絡誌で､承認された研究計画を知っていただき､参加希

望な り､運営方法に対する意見を直接世話人に通じて裁 くのが適当だと思われ

るO

報告については､､ひとつ PTrJgreSSOfTheoreticalPhysicsの サプ

リメン トに英文で概要報告を書いてもらうことが希望事項になっているC しか

し多くの研究計画では国内連絡誌に､その経過報告を掲載しているQ これは世
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革人の努力で行なわれるのであるが.よい報告書を作ることはなかなか歯盤な

ようである｡･報告書L,C対する具体的な批判を投書していただいて､皆で努力す

るはかないのではあるまいかO

以下は物性関係の委員と研究部員の名簿である｡ この人達に連絡して､一般

的な御意見は研究部員会に反映するようをよか らっていただきたい｡

I

運営委員 :久保亮五 (東大理).小谷正雄 (阪大基エ)､永宮健夫 (阪大基

工)､松原武生 (京大理)､松田博南 (哀大理)､ 准井恒丸 (基

研､ 名大理) .

研究部員 :宮原将卒 (北大理), 中嶋貞雄 (療性研)､豊沢 豊 (物性研)､

･小口武彦 (都立大理).斉藤信彦 (早大理工)､阿部竜蔵 (物性

研)､長谷川洋 (京大理)､金森腰次郎 (阪大理)､中村 伝

.(阪大基工)､池田和義 (坂大工) .

ニ ユ - ス

PTOf｡P_NoZ,ieres(宜colenormalSupeTi-eur)

12月 1日来 日 東京 ･京都 ･仙台等を訪宵 し,各地で講演され盛会であっ

た｡

プレプ リン ト案 内

久保研
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